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研究成果の概要（和文）：太平洋西部島嶼地域の人類拡散や先史文化の境界線を物質文化により新たな視点で捉
えることを目的とした。研究期間中の目的は先史時代のマリアナ諸島の貝製品の変遷図を提示し、その背景につ
いて考察することである。
研究の結果、マリアナ諸島において貝製品出土遺跡を39カ所集成した。これらの遺跡と遺物を対象とし、分類し
た貝製実用品や貝製装飾品の時期的傾向を捉えた。その結果、Ⅰ期（1500－1000BC）とⅤ期（AD1000－1521）を
画期に貝製品組成の出現と変化が生じていることが確認できた。こうした変化には当該時期における人類移動や
交流・交易活動が関連している可能性が高い。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to provide a new perspective on human 
diffusion and prehistoric cultural boundaries in the western Pacific island region through material 
culture. The objective of the study was to present a transitional figure of prehistoric Mariana 
Islands shell artifacts and to discuss the background of this transition.
As a result of this research, 39 excavation sites were identified in the Mariana Islands. The 
results of this study indicated that the shell artifacts and artifacts from sites in the Mariana 
Islands were collected and categorized to identify the chronological trends of shell tools and 
ornaments. The results indicated that the composition of shell artifacts changed during two distinct
 periods: Phase I (1500-1000BC) and Phase V (AD1000-1521). These changes are likely to be related to
 human migrations, exchanges, and trade activities during these periods.

研究分野： 考古学

キーワード： 先史時代　マリアナ諸島　貝製品　製作技術　交流・交易　人類拡散　ミクロネシア　オセアニア

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで考古学において、オセアニアの人類拡散や文化伝播に関する分析は、土器や石器が主流であった。貝製
品はオセアニアでは広く一般的な物質文化であるが、先行研究では一部の例を除き総合的な研究が実施されてい
ない。本研究でマリアナ諸島の貝製品を網羅的に集成し、その組成の変化を明確にしたことで、他地域との比較
分析を実施することが可能となった。今後、ミクロネシアやフィリピンなど東南アジア島嶼部で同様の研究を継
続していくことにより、太平洋西部島嶼地域における人類拡散や文化伝播、交流・交易などをより具体的に描く
ことができるようになると想定される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 マリアナ諸島はフィリピン海の東側に位置す
る長さ約 800 ㎞におよぶ弧状列島である。マリ
アナ諸島の先史時代は，物質文化の内容の相違
から紀元前約 1500 から紀元後約 1000 年の先
ラッテ期と，紀元後約 1000 年からマゼラン一
行がグアム島に上陸した紀元後 1521 年までの
ラッテ期に大きく区分されている。 
マリアナ諸島の考古学は，初期ではとくにラ

ッテストーン（図１）と呼ばれる独自の石柱遺
構を中心とした研究と，これを有するチャモロ
の様々な物質文化の復元に力が注がれた。1957
年のスポアーによる研究以降には，約 3500 年
前にマリアナ諸島に入植した人類とその文化の
存在が明らかとなり，先ラッテ期とラッテ期の
２時期区分が提唱され注目が集まった（文献
①）。以後，調査の累積を受け，ラッテ遺跡の集
落構造の解明，土器編年の充実，自然遺体も含
めた各種遺物の変遷など，あらゆる側面の調査
研究が進み，マリアナ諸島の先史時代の概要が
一般にも周知されるようになってきた。近年で
は，オセアニアにおける人類拡散がより具体的
に復元されていく中で，先ラッテ期およびラッ
テ期における人類移動と起源，その文化内容の
変動に関する研究が盛んとなり，考古学だけで
なく歴史学や遺伝学，言語学，海洋環境学など
の総合的研究の進展，深化がみられる段階にあ
る。 
 こうした中，改めて注目すべき遺物が貝製品
である（図２）。貝殻で作られた実用品，装飾品
の組成に関する研究はマリアナ諸島の起源地の推定や他の島との関係性を認識する上で古くか
ら注目されてきた（文献②～④）。しかし，その出土資料数の増加に対し，基礎資料の整理が追
い付いていない状況にあった。各島嶼地域における基礎資料の提示による比較研究の連鎖は，先
史時代における人類移動と文化伝播を新たな視点で復元することに繋がる。研究代表者の山野
は 2010 年にグアム島ハプト遺跡の発掘調査に参加し，ラッテストーン周辺から採集，出土した
貝製品についての報告を行なった（文献⑤）。また，2015～2019 年度にかけて科学研究費の採択
を受け，マリアナ諸島の貝製品の集成や実測作業を実施してきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，先史時代における太平洋西部島嶼地域の「貝類利用」の内容やその変化を明らかに
し，地域における比較検討を行ない，各地域の独自性と共通性を明確にすることで「島嶼地域」
における人類移動と拡散を復元し，先史文化の境界を物質文化から新たな視点で捉えることを
最終的な目的とする。その最初の作業として，本科研ではミクロネシアにおいて比較的資料の充
実しているマリアナ諸島における先史時代の貝製品を対象とし，資料集成や実測図作成，写真撮
影を実施することで，基礎資料を作成し，分類した貝製品を個別に分析する。こうして当該地域
の貝製品組成を明らかにしたうえで貝製品の時期的変遷図を提示することを第一の目的とした。
また，本質的には①マリアナ諸島における初期人類の入植と起源地，②先ラッテ期と後続するラ
ッテ期の物質文化の内容の相違と変化，③ラッテ期における人類の再入植の３つの問題点の解
明に向けて分析を進めた。 
 
３．研究の方法 
（1）研究の方法 
本研究ではマリアナ諸島を対象地域とし，このうち最も発掘調査事例が多く，資料へアプロー

チが可能なグアム島を主たる調査地域とした。本研究の研究方法は３つの段階に分かれる。すな
わち①発掘調査報告書など文献収集による貝製品の集成作業，②貝製品の記録作業，③貝製品の
分析である。このうち集成作業において報告書の集成は現地の考古学者および日本のミクロネ
シア研究者からの報告書および報告書リポジトリの提供，図書館や研究機関での閲覧や，インタ
ーネット上でのリポジトリデータの検索による。記録作業においては実測図の作成と写真撮影
を実施した。当該地域において貝製品に関しては，文章あるいは遺物一覧表で一括して報告され

図１ 復元されたラッテストーン 

図２ グアム島ナトンビーチ遺跡出土貝製品 



ることが多く，実測図面は資料数が多いほ
ど全資料が掲載されることが少ない傾向
にある。遺物実測図は認識図ではあるが，
製作技法や使用される貝種の形態など，必
要な情報を取り上げて図化することで，写
真では示せない情報を数多く提示するこ
とが可能である。分析では，集成した貝製
品について先行研究を参考にしつつ，機
能，形態から大分類を設けた。各分類につ
いてさらに，貝種，形態，加工状況などか
ら小分類を設け，マリアナ諸島における貝
製品の分類表を作成した。各貝製品の時期
的，分布的傾向を読み取り，分類した貝製
品の個別的研究を実施した。これらの分析
結果を総括し，マリアナ諸島の貝製品の変
遷図を作成し，考察に繋げた。 
 

（2）時期区分 
 遺物の時期は遺跡，遺構，文化層にお
ける炭素年代と共伴する土器の年代を用
いて設定した。土器の年代観は Moore（文
献⑥）の土器編年観に従った（図３）。時
期区分はⅠ期：先ラッテ期早期（BC1500
－1000 年），Ⅱ期：先ラッテ期前期
（BC1000－500 年），Ⅲ期：先ラッテ期中
期（BC500－AD400 年），Ⅳ期：先ラッテ期
後期（AD400－1000 年），Ⅴ期：ラッテ期
（AD1000－1521 年），Ⅵ期：歴史時代（前
期 AD1521－1700，後期 AD1700－1945）と
した。 
 
（3）貝製品の分類 
 貝製品のうち実用品は，貝製斧・貝製鑿，貝製ナイフ・貝製スクレーパー，貝製単式釣針，
貝製組合せ式釣針，貝製錘，貝製容器に分類した。貝製装飾品は，貝製ビーズ，貝製ディス
ク，貝製垂飾，貝製リングに分類した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ マリアナ諸島の土器編年図 
（文献➉より、Moore1983 他を参考に作成） 

図４ 貝製品の分類図（文献➉より） 



４．研究成果 
（1）マリアナ諸島における貝製
品出土遺跡の集成 
 マリアナ諸島における貝製品
出土遺跡について，グアム島 22
遺跡，ロタ島３遺跡，サイパン
島９遺跡，アルマガン島１遺跡，
パガン島１遺跡の計 39 遺跡を
集成し，分析した。 
 
（2）貝製品の画期 
各貝製品の時期的傾向をまと

めたところ，貝製品組成を以下
のように２つの段階に明確に区
別することができた（図６）。 
第１段階：Ⅰ・Ⅱ・(Ⅲ)期 
シャコガイ科製貝斧・貝鑿の

蝶番部利用型と全面研磨型，ト
ウカムリ製貝斧，リュウキュウ
サルボウ製貝斧，貝製Ｊ字形単
式釣針の造り出し型，イモガイ
科製ビーズⅢ類，タカラガイ科
製ビーズ，イモガイ科製ディス
ク，真珠貝類製垂飾，各種貝製
リング 
第２段階：(Ⅳ)・Ⅴ期 
シャコガイ科製貝斧・貝鑿の

腹縁部利用型の増加，タケノコ
ガイ科・フデガイ科製貝斧・貝
鑿の殻底研磨型，スイジガイ製
貝鑿，真珠貝類製ナイフ，貝製
単式釣針刻み型Ⅰ類，ゴージ，組
合せ式釣針，回転穿孔の施され
た巻貝製石灰入れ容器，イモガ
イ科製ビーズⅣ・Ⅴ類，ウミギク
科製ビーズ，ウミギク科製ディ
スク，シャコガイ科製三日月状
貝製品，双円錐状貝製品，ウミギ
ク科製垂飾 
 
（3）貝製品の画期の背景 
 第１段階は約3500年前に入植
してきた人々と直接的に関係し
ていると考えられる。先行研究
では言語学的見地やマリアナ赤
色土器の器形や文様との類似性
により、フィリピンからマリア
ナ諸島への入植が考えられてお
り、フィリピン北部のカガヤン
バレーの土器との直接的関係性
が想定されるようになってきた
（文献⑦）。しかし、最新の土器
研究や航海シミュレーション分
析からはフィリピン北部を起源
とする説に否定的見解が提示さ
れている（文献⑧、⑨）。フィリ
ピン北部の貝製品との詳細な分
析はこれからの課題だが、第１
段階のような貝製品組成を当該
地域に見出すことは現段階では
困難といわざるをえない。第２
段階への変化はラッテストーン
に関連する第２の人類移動と関

1 リティディアン遺跡 2 タラギビーチ遺跡 3 プグアポイント遺跡 4 ハプト遺跡 5 ガンビーチ遺跡 6 ファファイビーチ

遺跡 7 ナトンビーチ遺跡 8タモンベイ遺跡 9 タシ遺跡 10 タモンベイ遺跡 11 イパオ遺跡 12 サンアントニオ遺跡 13 ハ

ガッニャブリッジ遺跡 14 アガット遺跡 15 ハガッニャ遺跡 16 ンガチャン遺跡 17 パガット遺跡 18 マンギラオ遺跡 19

オルドパゴ遺跡 20 マネンゴン遺跡 21 タロフォフォリバー遺跡 22 ノンマベイ遺跡 23 モーチョン遺跡 24 ウユラン遺

跡 25 ロタ島遺跡（ボルジャ・ソンソン・マラチタ・タイマノ）26 ウナイチュル遺跡 27 タガ遺跡 28 ブルーⅠ遺跡 29

サンロケ遺跡 30アチュガオ遺跡 31ススペ遺跡 32チャランピアオ遺跡 33アギガン遺跡 34オブジャン遺跡 35ラウラ

ウハウス A 遺跡 36 ウナイバポット遺跡 37 バポット 1 遺跡 38 アラマガン島遺跡 39 レグサラッテ遺跡 

 図５ マリアナ諸島の貝製品出土遺跡分布図（文献➉より） 

図６ マリアナ諸島における貝製品の消長と変遷図 
（文献➉より） 



係していると思われる。第２段階にはラッテストーン上屋構造やカヌー製作などの木工産業の
拡充，内湾や外洋漁業の盛行，檳榔嚙みの一般化など日常生活や日々の生業，慣習について前時
期までの伝統を引き継ぎながらも，いくつかの変化があったと推察できる。また，装飾品の変化
はさらに著しく，外部からの集団の移動や，貝素材を媒介とする交易などを想定しておく必要が
ある。 
本科研の研究成果の詳細を研究成果報告書（文献⑩）にまとめた。本研究の分析を基礎として，

今後はミクロネシアの各地域やフィリピン，東南アジア島嶼部などと貝製品組成との比較作業
を進めていく。 
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